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1.3 等差・等比数列の和 

 今まで数列や数列の和の表示方法を学んできましたが、この節では具体的に数列の和の

値を求める方法を学習します。特に等差数列と等比数列の和は頻繁に使用しますので、公式

よりも方法を確実に理解して下さい。 

1) 等差数列の和 

 今 1 から 100 までの和を求める方法を考えてみます。和を S として、 

S = + + + +1 2 3 100  

で表されますが、順番を変えて 

S = + + + +100 99 98 1  

と表すことも出来ます。この性質を利用してこの数列の和を求めることが出来ます。即ち、

これら２つの S を足して結果を 2/1  にするという方法を取ります。 
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これより、S =


=
100 101

2
5050 となります。これが 1 から n までの整数の和では 

S
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 一般の等差数列の場合にもこの方法を用います。初項 a 公差 d の等差数列の第 n 項ま

での和 Sn  を上と同じ方法で計算してみます。 
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これより、以下となります。 
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この形は覚えずに方法を理解して下さい。 
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問題 

以下の数列の和 S を求めよ。 

1) 100525150 ++++= S  

2) 1 3 5 49S = + + + +  

3) 232 nnnnS ++++=   

【Skip OK】 
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解答 

1) 3825
2

51150
=


=S   

注）ここで問題になるのが項の数が何個あるか、ということです。これを求めるには、まず

項どうしの間の数がいくつかを求めることです。一般には、（最終項－初項）÷公差で

す。ここでは、(100-50)÷1=50 です。これは間の数なので、項の数はそれに 1を足し

て、51となります。 
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注）間の数=（最終項－初項）÷公差=(49-1)÷2=24、項の数=24+1=25 
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2) 等比数列の和 

 今度は等比数列について和を求める方法を説明します。一般的な初項 a 公比 r の等比

数列について第 n 項までの和 Sn  を求めてみます。これは r  1 の場合 S rSn n−  の計算

をして求めます。 
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これより以下となります。 
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また、r = 1 の場合もちろん S nan =  となりますが、現実に直面する問題ではこのように

都合のよいことはまずないでしょう。ここでも、結果ではなく方法を理解して下さい。 

それではこの方法を練習してみましょう。 

 

問題 

以下の数列の和 S を求めよ。 

1) 2 4 8 16 1024S = + + + + +  

2) 
1 1 1

1
2 4 8

S = + + + +  項はだんだん小さくなって 0に近づいていきます。 

3) 
2 3 4

1 1 1 1

3 3 3 3
S = + + + +   項はだんだん小さくなって 0 に近づいていきます。 
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【Skip OK】 
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S S− =  2 番目以降の項はすべて消え、最後も 0に近づきます。 
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1 1

3 3
S S− =  2番目以降の項はすべて消え、最後も 0に近づきます。 
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演習 以下の和を求めよ。 

１）    5       6       7             30S = + + + +   間隔の数 

      項の数 

 

 

      答       

① 455   ② 875   ③ 425 

２） ( ) ( )
2 3

 1      1  / 5     1/ 5      1/ 5      S = + + + +  

 

 

      答       

① 3/4   ② 4/5   ③ 5/4 


